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CPCでの作業風景同種クリオプレシピテート

　専従の臨床検査技師9名（うち認定輸血検査技師7名）がローテーションを組み、輸血検査は24時間体制で対応してい
ます。業務内容としては、輸血検査・製剤管理、自己血採血及び自己フィブリン糊作製、ABO各型の同種クリオプレシピテー
ト院内調製、同種及び自己の末梢血幹細胞やリンパ球の採取・調製・保管、顆粒球採取、ABO血液型不適合骨髄の赤血球・
血漿除去処理、造血幹細胞検査（CD34、コロニーアッセイ）、移植臍帯血の受入れ、アルブミン製剤の管理、再生医療等
製品の調製や保管管理等です。輸血検査は平成23年に ISO15189を取得しました。他に専任医師（輸血・細胞治療学会
認定医）、看護師（学会認定・自己血看護師及びアフェレーシスナース資格あり）、造血細胞移植コーディネーター、セルプ
ロセッシングセンター（CPC）担当者が所属しています、 CPCの管理運営も当部署で行ない、CAR-T等の再生医療や、学
外を含めた橋渡し研究・臨床研究の支援体制が整っています。

連絡先　 022-717-7472（輸血・細胞治療部受付）

輸血・細胞治療部

分娩室の一部では帝王切開や小手術を定
期的に施行しています。

新生児部門では毎日沢山の新生児・乳児
が入退院しています。

　総合周産期母子医療センターでは産科と新生児科とが一体となって診療を行っています。
産科の特徴　産科では、ハイリスク妊娠・分娩を管理するため最新の超音波機器や集中管理システムを用いた診断を行い、
より早く対処できるよう診療しております。年間の分娩数は約850件で、救急搬送コーディネート数が約500件、そのう
ちの約200件を当院で受け入れています。また、センター専任の臨床心理士を擁し、精神科と連携しながら患者さんの精
神的サポートも行っております。（産科 齋藤昌利）
新生児科の特徴　新生児室は病床数33床（新生児集中治療室15床） 、新生児科医8～ 10名と後期研修医数名、助産師
/看護師50名、臨床心理士、医療社会福祉士などで協力して診療しています。年間の入院患者数は約300名で、その中に
は超低出生体重児約40名、人工呼吸管理60-80名、外科手術20-30名が含まれます。主に、生育限界児、母体合併症児、
胎児異常の新生児を診療しています。（新生児科 埴田卓志）

連絡先　022-717-7711（周産期救急搬送コーディネート受付）
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テレパソロジークリオスタットによる術中迅速診断標本作製

　病理部は、患者さんから採取された組織や細胞について、顕微鏡標本を作成し診断を行う部門です。顕微鏡観察によっ
て病気の種類を決定するほか、その進行度合いの判断、治療方法選択の情報提供などを行っています。病理診断は、担当
医からの依頼によって、病理部の専門医師（病理専門医）が行っています。標本作成は臨床検査技師が担当し、細胞診は細
胞検査士の資格を持つ技師が関与します。病理診断にはある程度日数を要しますが、手術中にどうしても判断が必要な場
合15分程度での診断も可能です（術中迅速診断）。さらに、病気のために亡くなられた患者さんの死因、病気の成り立ちを
解明するために、ご遺族の許可を得て病理解剖を行うこともあります。その他、病理専門医不在の病院における手術につい
て通信回線で顕微鏡を遠隔操作した術中迅速病理診断（テレパソロジー）も行っております。病理部職員は直接患者さんと
接する機会はありませんが、正確な病理診断を通じて患者さんが安心して医療を受けられるように努力しております。
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連絡先　022-717-7440（病理部受付）

病理部
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